
タイヤ魚線設置効果調査

I 調査目的

沿岸Kおける漁場造成の一環として，従来のコンクリートプロ y クK代わるものとして，経済性と投

資効果を図るため不要タイヤを利用し，沿岸漁業経営の安定K寄与する。

E 調査内容

(1) 調究期間

昭和 44年5}j22日~昭和 45年 11月 10日まで

(2) 調査員及び調査船

調査員櫛市，沢田兼造，主任研究員斎藤重男

調査船試験船青鵬丸 1 9.9 4トン 170馬力

傭船第 3長栄丸3.49トシ 25馬力

(3¥ 調査海域鯵グ沢沖合(別紙第 2図)

(4) 調査項目

A タイヤ魚礁製作工程

B タイヤ魚篠設置適地調査

C 試験船瑞儲丸Kよる魚礁投入状況

D 魚礁効果調査

a 漁獲試験

b 魚種別体長組成

c 魚探反応調査

E 調査結呆

A タイヤ魚礁製作工程の見当

種々検討した結果安価で簡易な方法を選び本年度は概略下記図のとおり実施した。
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B タイヤ魚礁設置適地調査

鯵グ沢漁業協同組合の共同漁業権漁場内で適地調査を実施し，設置場所を鯵グ沢港赤灯台から北東

2.2湿水深 2U-23mVC決定した。

タイヤ魚礁設置園

第 2凶

タイヤ魚礁設置場所鯵ケ沢港から

北東2.2浬(距岸1.1浬の地点)

水深 22rn 

底質貝殻まじりの粗砂

図タイヤ魚像設置場所
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試験船瑞鴎丸による魚礁投入個数及び投入年月日

昭和 44年 5月 24日から投入を開始し. 4臼閣(24.28.29.3 0 )で 500本を，

-8月 27日の聞の 2日間で 300本，合計800本の設置を完了し吃。

魚、礁効果調査

員ぎケ沢樹尉姐の第3:&栄丸(3.9トン25馬力)を傭船し，魚、保設置場砂fを魚按で探索，魚泊筑応d祐I'ifをたしか

治崎 1:Lj>j匂てよる:察車:械を実施し九
謝査は昭和44 年 9 月上旬~1 1月上旬まで各月 2回(1 1月は 1凪)実施したo

a 漁獲試験
9月-10月はタイが 40-50%の漁獲を占め，エゾメパJレが 28-33%となっている。

9片. 1 0片は夜間の調査であるが. 1 1月上旬は昼間調査で，釣獲された魚種は9片， 1 0月

の夜間の場合と異り，アプラメ，ニ i/キベラであった。

9片及び 10月の 1魚獲量のうちどちらも下旬

における漁獲量が主i立を占めており，第 4凶に

よると. 9pjでは上旬 12%. 下旬 22%であ

る。 10片は上旬 13%で，下旬45%の漁獲

となっている。

8月 22日

C 

D 

第 3図

円円吋

タイヤ焦礁月別魚種別魚獲高

% 

ニ

νキ
ペ
ラ

ア
プ
ラ
メ

小

サ

パ

ヱ
ゾ
メ
バ
ル

タエ IJ、キ

ゴサ
ノ、
lレノξ

魚 タ
種

調査期間中における漁獲組戒は 9):Jはタイ

47%. エプメパJレ28%. サパ 24%の順

であったが.10月はタイ 49%. エプメバ

Jレ33%，サパは 17%で同じ傾向を示し，

1 1月は昼間調査の故か，ニνキベラ 61%

アプラメ 39υ仇となっている。
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第4図

% 月別

11月10月9月丹
別

10pj分タイヤ魚縫漁獲高

日鴻 1 0月7日-10月 31日(2日}

漁獲量尾数比率%

タ イ 5k 70 Oit 7 3尾 49.3 5 

エプメバJレ 3k830~ 1 5 " 33. 3 3 

小 サ ，、. 2k020it 3 3 " 1 7.3 2 

計 IlIk550it 121尾 l 1 0 0%  
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表2 第9月分タイヤ魚礁漁獲高

[7識
9月 2日-9月 25日(2日)

漁 獲 量 尾 数 比率%

タ イ 3k790it 5 8尾 47.3 4 

エプメパJレ 2k220~ 1 0" 2 7.7 4 

サ ノ、. lk9359 3 2 " 2 4. 1 7 

キ ス 6 09 1 " O. 7 5 

計 8 k 0 0 5 9 1 0 1 " 100 判

表1 第
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第 3 表 1 1月分タイヤ魚儀漁獲高(昼釣)

M1  1月A
( 1日)

尾 数 比 率 % ------------漁獲量

アプラメ lku20g 3尾 3 8.6 3 

ニ vキペラ lk620" 1 7尾 6し36 

計 2k640" 2 0尾 100% 

% 
第 5 図

タイヤ魚礁魚種別漁獲高は下記図のとおりであ

魚
種

タイヤ魚礁魚種別漁獲高

タェメサ キ ア ラ ニ ベ
ハ ジ

イ ブうレパ スプメキラ

b 魚種男lj体長組成 (次のページのと辛子り)

る。

⑮ エプメパJI/， 9月 25日の調査では体長モードが 19 cmと 22 cmにあったが， 9月 25日の調査で，

体長の可Jは 15-20cmモードは 20 crnとなり， 10月 7日の調査では分布巾は 20-22cmで，モ

ードは 20αト 22crr(iiζあった。又 10月 31日の調査では分布巾は 16-22crnvてあり，モードは

2 1 仰にあった。

⑤ アプラメ， 1 1片 10日の調査では体長の分布Ipは 23-29cmVLあり，モードは 23.2 5.2 9 cm 

にあった。。ニνキベラ， 11f310日の嗣査で分布巾は 15-19cmVLあり，モードは 19 cmVLあった。

⑬ タイ. 9片 2日の調査では体長モードが 10-1 1仰にあったが， 9月 25日の調査で 18-1 9 

cmモードで分布巾は 10 -2 Ocm VLあった。 10月7日の調査では分布巾は 10 ~ 1 5仰にあ bモード

は 1OcmVCあゥた。 1U月 31日の調査では体長分巾は 10-24C怖にあ Dモードは 13仰にあった。
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第 6図休長組成
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C 魚探反応調査

魚、礁投入位置Kおける魚探記録は下図のとおりで.投入前に比べ投入後の地形はやや変化し，魚

群の反応もでてきている。

投入後

投入前
) 

9月2日魚探反応

魚群

9月25日魚探反応

日今後の課題及び問題点

10月7日魚探反応

幸

10月30日魚探反応

魚礁

11月10日魚探反応

1 集魚効果は魚採によって明らかであるが，効果的な漁具，漁法の究明が必要である。

2 タイヤ魚礁設置場所を水中テレビ等による横重調査並に集魚調査を実施する必要がある。
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